
地方分権改革推進委員会　第１次勧告（概要）　
～生活者の視点に立つ「地方政府」の確立～

平成２０年５月２８日

　

（１）道路特定財源の一般財源化

　・一般財源化の検討にあたっては、税源移譲を含め地方税財源の充実強化と地方の道
　　路整備の自由度の拡大方策について検討すべき

（２）消費者行政の一元化

・消費生活センターの法的位置づけを明確化、地方自治体の取組に思い切った支援措置

　・事故発生時の報告徴収、立入検査、改善命令を幅広く都道府県に権限移譲すべき

　第４章　現下の重要二課題につい

（１）国の出先機関の改革の基本方向　〔別紙２参照〕　　

　・二重行政の解消に向け、国と地方の役割分担の類型に沿って、個別の事務・権

　　限を地方移譲、本府省移管等に仕分けし、国の出先機関の廃止・縮小を検討

　・本年夏の中間報告後、第２次勧告へ
　

（２）法制的な仕組みの横断的な見直し（義務付け・枠付け等）

　・国の法令による義務付け・枠付けの廃止縮小に向け、各府省に対し網羅的な調

　　査を実施。第２次勧告に向けて見直し作業を進める。

　・広域連携の促進を含め、地方自治関係法制を見直し

（１）基礎自治体への権限移譲の推進

　・６４法律、３５９の事務権限を都道府県から市町村へ移譲

　　まちづくり分野：宅地開発や商業施設等の開発行為の許可等（市へ）

　　福祉分野：特別養護老人ホーム、保育所等の設置認可・指導監督等（市へ）

　　産業安全分野：高圧ガスの製造・貯蔵・販売の許可等（市町村へ）　　など
　　

（２）補助対象財産の財産処分（転用、譲渡等）の弾力化

　・原則、10年経過後の財産処分は、国庫納付不要かつ届出・報告制へ

　・10年経過前でも、災害や市町村合併等に伴う財産処分には十分配慮

　　⇒勧告後、速やかに実施（約300以上の国庫補助金等が対象）　　　

　第３章　基礎自治体への権限移譲と自由度の拡　第１章　国と地方の役割分担の基本的な考え

（１）「地方が主役の国づくり」に向けた今次分権改革の理念と課題

・地方政府の確立のための権限移譲　　・完全自治体の実現

・行政の総合性の確保　 ・地方活性化　 ・自治を担う能力の向上

（２）国と地方の役割分担の見直し

　・住民に身近な行政は地方で担い、「国と地方の二重行政」を排除する観点か

　　ら、現状の役割分担の類型（重複型・分担型・重層型・関与型・国専担型）に

　　応じて国と地方の役割分担の区分けを見直し

（３）広域自治体と基礎自治体の役割分担（基礎自治体優先の原則）
　・市町村合併の進展等を踏まえ、都道府県から市町村へ権限移譲を推進

　第２章　重点行政分野の抜本的見直

○ くらしづくり分野関係

　　・・・幼保一元化、教育、医療、生活保護、福祉　等

○ まちづくり分野関係

　　・・・土地利用（都市計画、農地等）、道路、河川　等

〔別紙１参照〕

　第５章　第２次勧告に向けた検討課
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（別紙１）
重点行政分野の抜本的見直し（主なもの）

　くらしづくり分野関係 　まちづくり分野関係

① 幼保一元化・子ども

　・認定こども園制度の一本化に向けた制度改革 ・・・・・（20年度中に結論）

　・保育所入所要件「保育に欠ける」を見直し等・・・・・・・・・・（20年中に結論）

　・放課後児童対策事業の改善 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（21年度から実施）

② 教育

　・教職員人事権の中核市への移譲、人事権者と給与負担者の一致

　　の方向で検討 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（20年度中に結論）

③ 医療

　・基準病床数の算定方法の見直し・国の同意の廃止 （23年度までに結論）

　・国民健康保険の運営に関し、都道府県単位による広域化等を推進

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（21年度中に結論）

④ 生活保護

　・国と地方の協議の場を設け、制度全般について総合的な検討に

　 着手 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（20年度中を目途に制度改正の方向性）

⑤ 福祉・公営住宅

　・福祉施設の施設設備基準及び公営住宅の整備基準について、国は

　　標準を示し、条例による決定を可能に

⑥ 保健所

・所長の資格要件の緩和・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（20年度中に結論）

⑦ 労働

　・離職者訓練事業の民間委託訓練に関し、雇用・能力開発機構と都道

　　府県の役割分担を明確にした上で都道府県への移譲を検討

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（20年中に結論）

① 土地利用（都市計画、農地等）

　・都市計画に係る国・都道府県の関与の廃止・縮小等・・・（21年度を目途に抜本見直し）

　・平成20年度の農地制度の改革にあたって、農地の総量を確保する新たな仕
　　組みを構築したうえで、農地転用に係る国の許可権限の移譲、協議の廃止

　・地球温暖化や森林の荒廃に対処しつつ、保安林の指定・解除に係る国の権　

　　限の移譲、協議の廃止

② 道路

　・一般国道の直轄区間の要件を見直し、主に地域内交通を分担する道路（同一

　　　都府県内に起終点がある区間等）を都道府県に移管

③ 河川

　・都道府県内完結一級河川を原則として都道府県に移管

④ 防災

　・地域防災計画の作成・修正に係る国との協議の廃止

⑤ 交通・観光

　・港湾計画・公有水面埋立に係る国の関与の縮小・・・・・・・・・・・・・・（20年度中に結論）

　・外客来訪促進計画に係る国との協議・同意の廃止

⑥ 商工業

　・国の中小・ベンチャー企業育成施策は、全国的視点に立った事業に限定

　・商工団体の一元化を含め地域の商工団体のあり方 ・・・・・・・・・・（20年度中に結論）

⑦ 農業

　・農業委員会の選挙区等、組織運営の弾力化

⑧ 環境

　・循環型社会形成推進交付金における協議会設置の義務付けの廃止
　

（注）・勧告事項は速やかに実施。時期を書いていない事項は、遅くとも地方分権改革推進計画で実施時期を明確化して実施。

　　　・委員会は、平成20年度中に各府省の検討結果又は検討状況と結論の方向性の報告を求め、必要に応じ追加の勧告等を行う。



国の出先機関の改革の基本方向 （別紙２）
改革の観点

○国と地方の役割分担の抜本的見直し　　　　○ 行政の重複の徹底排除　　　　○ 国と地方を通じた行政の簡素化・効率化
　　　　　（住民に身近な行政は地方へ）

個々の事務・権限の仕分け

　

同一府省の他の出先機関への
吸収

府省を超えた総合的な出先機関
への一元化

都道府県単位機関からブロック
機関への集約

二重行政の新たな拡大を阻
止するため、所要の組織上
の措置

例

例

例
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とを許容

（例） 民間に対する助成・支援等

⇒　地方への一元化が基本

○分担型

法令上、国と地

方がすでに一定

の役割分担

（例） 直轄公共事業

地域的事業：原則として地方

広域的事業：直轄事業の範囲を

　　　　 　極力限定

（例） 民間に対する許認可・監督等

⇒ 複数の地方自治体にまたがる事

案は、域外規制等による対応を検討

○関与型

地方への関与等

（例） 地方自治体の諸活動の調整

⇒　地方の自主性にゆだねることが

基本

○国専担型

現在は主に国の

みで実施

（例） 民間に対する許認可・監督等

⇒　地方の総合行政の確立等に資す

るものは地方移譲が基本

　

　地方への移譲

本府省等への移管
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○　以上の整理を本年夏に出先機関の中間的な報告として取りまとめ、各府省の見解を求めた上で結論を得て勧告（第２次）



地方分権改革推進法 （平成18年法律111号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

法律の概要

○　地方分権改革を推進するため、内閣府に

　地方分権改革推進委員会を設置（委員７人、国会同意）

○　政府は「地方分権改革推進計画」を作成

○　施行から３年間の時限法（平成19年4月～22年３月）

地方分権改革推進法（平成18年12月8日成立） 　

地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
の
作
成
（
閣
議
決
定
）

委員会は、以下について検討し、政府に勧告

◇　国と地方の役割分担の徹底した見直し等

　・　地方公共団体への権限移譲の推進

　・　地方公共団体に対する事務の処理又はその方法

　　の義務付けの整理・合理化

　・　地方公共団体に対する国又は都道府県の関与の

　　整理・合理化
◇　地方税財政制度の整備　

◇　行政体制の整備及び確立方策

　　　　　　　　　　　

　　　　　　

個別法改正を一括して実施

新分権一括法

平成21年度中

できるだけ

速やかに提出



一般国道の直轄区間の見直し一般国道の直轄区間の見直し【【移管対象候補の拡大・イメージ図移管対象候補の拡大・イメージ図】】 事務局作成

一般国道の位置付けを変えずに、従前と同様

の管理水準を維持するための財源等を措置

直轄区間の要件

　高規格幹線道路の区間

国土交通省は15％を移管候補

都道府県庁所在地

人口おおむね30万人以上の市

人口おおむね10万人以上の市

（昼夜間人口比１以上）等

左記要件の適用を厳格化し、移管する

基準

①　同一都府県内に起終点がある区間

②　バイパスの現道区間

③　その一部が都府県等管理となって　

　　いる路線の区間　　

④　「都道府県庁所在地その他政治上、

　

　経済上又は文化上特に重要な都市」

　（道路法施行規則第１条の２）の基準

　を厳格に適用し、原則都道府県庁所

　在地及び人口おおむね30万人以上

　の市を基本とすることにより対象外と　

　なる区間　

重要な港湾・空港と重要都市

を効率的・効果的に連絡する

一般国道の区間

　県庁所在地や空港などの重要都市・重

要経済施設の間を効率的・効果的に連絡

する一般国道の区間

移

管

対

象

候

補

　主に地域内交通

を分担する道路は

都道府県が担い、

それを補完して国は

全国的な交通ネット

ワークの形成をは

かることを基本とし

て移管

国から地方へ移管
（地方自治体と調整）

計 : 約　21,500km

（注）道路延長は概数。



一級水系の直轄区間の見直し一級水系の直轄区間の見直し【【移管対象候補の拡大・イメージ図移管対象候補の拡大・イメージ図】】　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局作成

①氾濫した場合に流域に甚大な
被害が想定される水系

②広域的な水利用や電力供給の
　 ある、または全国的に価値の
高い環境を保全すべき水系

③急流河川等の河川管理に高度
な技術力が必要となる水系

（地
方
自
治
体
と
調
整
）

移
管
対
象
候
補

国が管理する場合 極力限定

自治体の要望を

受け移管調整

複数の都道府県にまたがる一級水系　　　　　
　　　　　
　　　　　　　　　　　　　 　　 ・・・　４４水系

[約5,700km]

おおむね一の都道府県内で完結する一級水系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・　１２水系

[約800km]  

一の都道府県内完結する一級水系　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・　５３水系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [約4,000km]

計 : 109水系
　　[約10,500km]

一級河川の位置付けを変えずに、従前と同様の管

理水準を維持するための財源等を措置

（注）　[　]内は、直轄区間の延長。数値は概数。
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